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クロマツ移植の状況について 
 
１．クロマツの保全に関する取組み 
 

市川市の市川砂州と呼ばれる地域には、多くのクロマツが生息しており、外かんは

同砂州の中間部「市川市菅野三丁目（市道 0124 号）から平田二丁目（ＪＲ総武線）ま

での区間（以下「検討地区」という）」を通過する。 

事業者では、検討地区に生息するクロマツを対象に、これまでに次の保全対策の取

組みを実施している。 

時 期 取組み内容 備 考 

平成１２年度まで 生育状況調査  

平成１３～１４年度 生育状況調査及び保全基本方針検討 クロマツ保全検討委員会 

平成１５～１８年度 生育状況調査及び移植試験施工検討
クロマツ移植試験施工検討委

員会 

平成１５～１７年度 移植試験施工  

平成１９～２１年度 
試験木生育の継続診断と実施工状況

の確認 
クロマツ移植工検討委員会 

平成１９年度～ 移植工事に着手  
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２．保全対策検討の達成状況 
 

１）クロマツ保全検討業務（平成１３～１４年度） 

学識経験者、専門家により構成される委員会（委員長：千葉大園芸学部 丸田教

授）を開催して、現況調査（平成 14 年度対象木 178 本）を実施すると共に道路構

造を踏まえたクロマツの保全の基本となる方針を取りまとめ、今後の保全の具体化

を図る上での技術的課題の整理を行った。 

 

２）クロマツ移植試験施工検討業務（平成１５～１８年度） 

樹木の専門家により構成される検討会（座長：ＮＰＯ 樹木生態研究会 堀 代

表理事）を開催して、現況調査（平成 16 年度対象木 162 本）を実施すると共にク

ロマツの保全の一手法である移植について、これまでの移植成功事例を参考に市川

砂州上のクロマツの生育状況及びクロマツの生態的な観点から、移植方法の案を取

りまとめた。 

 

３．移植試験施工 
 

１） 目 的 

平成１５～１７年度に実施した移植施工検討に並行して、平成１５年度から検討

地内のクロマツを対象とした移植試験施工を実施し、試験施工の各段階で得られる

情報を移植方法の案の取りまとめに反映させることとする。 

① 大木（大径、老齢）の移植方法の確立 

移植先が限定され、比較的長距離の運搬が必要になることに加え生育個所が砂地

盤であるため、移植木の根鉢を崩さない適切な機械等を用いた施工方法の確立 

② 移植技術の適合性の確認 

検討地区のクロマツは、強剪定の履歴や宅地造成等により必ずしも生育環境は良

好ではないことから、地上部の樹勢に加え地下部の状況（根茎、土壌、地下水位等）

を併せた健全度の評価による移植に対する耐性の推測及び実施工による移植技術

の適合性の確認 

 

２） 試験施工の概要 
① 時  期 

平成１５～１７年、２～３月上旬 

② 場  所 

平田２丁目外かん事業用地内 

③ 数  量 

３本 

④ 施 工 者 

東日本高速道路㈱千葉工事事務所 

が造園専門業者に発注して実施済 

第一回根回し（1/4 周×2） 

第二回根回し（残り） 

根巻、掘取、運搬、植付 

養生（観察を含む） 

１５年度 

１６年度 

１８年度以降 

１７年度 



⑤ 試験移植木の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ■トレーラーによる運搬作業     ■移植完了時状況       ■Ｈ20 年秋状況 

 

⑥試験移植木の施工後の状況 

試験施工を行った３本のクロマツを対象に、樹木の専門家による健全度診断を夏

季及び秋季に実施。その結果移植後２年半を経過したＨ２０年秋の現時点でも「移

植前の診断結果と同様で変化はなく、試験木については生育に問題ない。」との所

見を得ているところである。 

   今後も移植後３年間を目途として継続して生育状況の調査を行い、本移植施工へ

のデーター収集をおこなう。 

 

４．移植工事の着手 
 

平成１５～１８年度に実施した移植施工検討及び移植試験施工の結果を踏まえ

た移植方法の案に基づき、平成１９年度クロマツ移植工事を発注し、「移植可能木」

の移植工事に向け第１回根回し工に着手した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ■根回し工事状況 



 

 

東京外かく環状道路（松戸～市川）クロマツ保全に関する検討委員会 

委員会名簿（所属等は当時） 

委員長 丸田 頼一  千葉大学園芸学部緑地･環境学科環境植栽研究室 教授 

委 員 島田 正文  日本大学短期大学部生活環境学科ランドスケープ学研究室 教授 

柳井 重人  千葉大学大学院自然科学研究科 講師 

堀  大才  （財）日本緑化センター 主幹 

藤原 宣夫  国土交通省国土技術政策総合研究所環境研究部緑化生態研究室 室長 

有村 恒夫  ＪＨ試験研究所 調査役 

 

 

東京外かく環状道路（松戸～市川）クロマツ移植施工検討会 

検討会名簿 

座 長 堀  大才  ＮＰＯ 樹木生態研究会 代表理事 
 
委 員 塚原 道夫  樹木医 日本樹木医会 千葉県支部会員 

 
伊藤 伴尾  樹木医 日本樹木医会 千葉県支部会員 
 
小池 英憲  樹木医 日本樹木医会 千葉県支部会員 
 
内山 拓也  ㈱高速道路総合技術研究所 緑化技術センター 

 

 

Ｈ１６年度クロマツ生育状況 調査結果表 

［ 検討地内：菅野三丁目～平田二丁目 ］ 
 

評 価 

 判 定 
本  数   （ ）内：H14 調査

現在の生育位置で保護 ２９本   （３３） 

移植が可能 ２６本   （２５） 

移植が困難 ６６本   （５０） 

更なる調査が必要 ４１本   （７０） 

合    計 １６２本 （１７８） 
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